
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 高松小学校だより 

たかまつの子 第８号 

【 １２月 主な予定 】  

【読み聞かせ】 下学年 なし 上学年 ４日 ／ １２月 ６日（土） 「暮れうたいますコンサート」 吹奏楽部出演（ｺﾐｾﾝ） 

【ｶｳﾝｾﾗｰ来校日】 ２日・９日・１６日・２３日  【３年放課後学習】 ３日（２学期最終）  

 【書初め練習会】 ３年 ４日 ４年 ５日 ５年 ３日 ６年 ５日  

１２月 １日（月） なかよし 出雲科学館学習 

１２月 ４日（木） ６年 同和問題学習（人権・同和教育訪問指導） ＜下校＞１,２年 １３：３０ ３年以上 １４：４５ 

１２月 ８日（月） ５年 （１・２組） 富士通見学 ／ ５年 （３・４組）は、１２月１５日に富士通見学 

１２月 ９日（火） ５年 しめ縄づくり ／ 人権集会 

１２月１２日（金） ２年 食の学習 ／ 浜山中学校区特別支援学級合同学習会（わくわく玉手箱） 

１２月１８日（木） ２年 ゴビウス・グリーンパーク見学  

１２月２３日（火） 町子ども会 ／ １２月２４日（水） 給食最終日 ／ １２月２５日（木） 終業式 

【忘れられない思い出】 

 昔のことになりますが、２年生の担任をしていた頃の話です。 

11月、学習発表会で劇「地域に伝わる昔話」をすることにして、毎日練習を繰り返し行っていました。 

小道具、背景などを整え、子供達には「やり直し！」「もっと大きな声で！」と厳しく指導を続けました。

子供達もそれに応え、どんどん上手になっていきました。 

「これだけ頑張ったんだ！絶対大丈夫！」と子供達に言い聞かせて、その日を迎えました。 

朝から大雨、そして雷雨。時折、大きなヒョウが降る程の悪天候でした。 

２年生の発表になった時、外は真っ暗、天候はさらに悪くなり、大きなヒョウが体育館の屋根を打ち続

け、雷も鳴り止まず、子供達のセリフや歌声はほとんど聞こえないまま終了となりました。 

「くそっ、大失敗だ・・・」と突っ立っていたその時、一人お父さんが駆け寄り声をかけてくださいました。 

「先生、大成功！とても良かった！本当に良かった！」  

「えっ・・・大成功？（あの劇が？）」 

時が止まり、「ありがとうございます。」と答えるのが精一杯でした。 

「ずいぶん練習されたんでしょ。表情を見たら集中して、ホントすばらしかった！うちの子も家で何回も 

練習してましたよ！帰ったらたっぷり誉めたいと思います。」 

お世辞にも「すばらしかった」と言えない劇に、心から「すばらしい！」と声をかけてくださったのです。

一方、私は、出来栄えばかり気にして、条件が悪い中、精一杯集中して頑張っていた子供達に対し、一言 

もねぎらうことなく、温かな声がけをすることもなく、突っ立っていたとは・・・。 

保護者の方は、それ以上何も話されませんでしたが、 

「先生、私はプロの演劇を見に来たんじゃないんです。我が子の頑張る姿を見に来たんですよ。子供の 

頑張る姿をもっと見ましょうよ！誉めましょうよ！」 

と、大事なことを教えられたような気がして、恥ずかしくなりました。今も心に残る苦い思い出です。 

さて、金曜日「音楽発表会」を行います。子どもたちは、緊張感を味わい、また張り切って発表すると思

います。大勢の観客を前に、音を違えたりすることがあるのかも知れません。しかし、大舞台で発表をや

り遂げることは、大きな自信につながると思います。 

発表を成功させるために、事前の練習や努力など、がんばる姿をたくさん見てきました。本番までの過

程を大切にし、本番では子どもたちの姿を見守り、温かい言葉をたくさんかけたいと思っています。 

 

【毎日が安全に、そして安心して過ごせるように】 

日本列島のあちこちで、深刻な熊被害が報道されています。出雲地域においても熊情報が流れ、危機感を覚えます。 

県内では、インフルエンザ感染が大流行している市町があると聞きました。子どもたちは比較的平穏な日々を過ごして

いるように思いますが、気を抜くとあっというまに状況は変化し、命の危険が及んだり、取り返しがつかないことになった

りしてしまうことがあります。 

防げる事故、いじめ防止の取り組みなど、今後もしっかりと計画的に行っていきたいと思います。 

１年生 防犯教室（警察署・見守り隊と） ５年生 ネット安全教室（出雲警察署と） 

避難訓練（地震を想定） 教育相談 （アンケート活用・いじめ防止） 

【高松幼稚園 研修会】  

講師：（出雲市上島町 嘉村医院院長） 嘉村 正徳 医師 

 

「体内時計の重要性について」 

・元気・健康は、「体内時計」が整うことによって維持される。 

・近年、子どもたちの睡眠時間が急激に減ってきている。→ 減った時間が、「スマホ・ゲームなどメディア接触に」 

・睡眠をとることで「脳内が修復される。感情が整う。」 

・睡眠が足りない人、メディア接触が長い人 → 学力は低下 

・睡眠不足により、問題行動の発生が１０倍程度増える。→ 体内時計が整うよう「早寝早起」「朝ご飯」が重要 

・寝る直前までスマホやゲーム、ベッドの中でスマホやゲーム、家庭でルールがない子どもたち、無制限、無放置で、 

メディア使用する子どもたち → 成績どころではない → やがて（将来的に）問題が起きてくる。 

 

「健やかで元気な子どもたちを育てるために、元気の呪文を毎日唱えましょう！」 

しっかり寝ると 朝 元気 

朝 元気なら 一日元気 

元気！ 元気！  

今夜も早寝で 明日も元気 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１年生＞ 【あきを見つけよう（浜山公園）】 

＜２年生＞ 【町たんけん】 

＜３年生＞ 【出雲消防署見学】 

＜４年生＞ 【高瀬川調査】 ～栗原岩樋から大社～】 

 ＜５年生＞ 【斐伊川調査】 ～（奥出雲）上流から下流へ～ 

＜６年生＞ 【 授業風景 】  

地域・保護者の皆さんのおかげで、学びを深めることができました。ありがとうございました。 

講師 島根大学 松本一郎 教授 

青果市場 アスパラ農家（神田さん） 

１組 

２組 

３組 

４組 


